
工業化学科３年生７名が「防災・減災教育」の
出前授業を宮原中学校で行いました
11月28日（火）
工業化学科３年生の生徒７名で、「防災・減災教育」をテーマに宮原中学校
１年生３クラスを対象に出前授業を行いました。
発表スライドから生徒たちでつくりあげ、災害時の避難などの対応方法や
水が使えないときのトイレ対応などを実験を交えながら授業してきました。
「楽しく学ぶことができた」 「家族に伝えて防災グッズを準備したい」 など
中学生の防災・減災への意識を高めることができました。

創立１１５周年

【発表者（右から）】
緒方 翔大さん
野中 将輝さん
髙松 敦志さん
太田 流維さん
橋本 佳依さん
原田 晴生さん
藤川 崇 さん
（工業化学科３年）

中学生にたくさん質問して、防災・減災を考えてもらう授業にしました

防災グッズの中身を寸劇で紹介 色々な物の吸水性を確かめる実験

【実施後アンケート】
・災害の種類によって
どのように対応すれば
いいかがわかって勉強
になった。

・説明もわかりやすく、
楽しくおもしろく勉強
できた。家族に話し、防
災グッズを準備したい。

・避難する時はあわて
ない。何かあったらスマ
ホで調べるとよい。

・災害時のトイレをどう
すればいいかわかった。

・いつ起こるかわからな
い災害に備えて、どん
なことを準備すればい
いかがわかった。


